
腰椎の運動の計測手法の提案と腰部アシスト装置の開発 

 
 看護師をはじめ多くの職業や作業で生じる身体的な負担，またそれによって生じる腰痛等の疾患は大きな

社会問題である．そのなかでも中腰等の不自然な姿勢での作業を長時間おこなうことによる腰への負担の累積

が，腰痛を引き起こす原因の 1 つであることが，かねてから指摘されている．本研究では，腰部を支えるアシ

スト装置の開発を目指して，2つの研究を並行しておこなっている． 

1 つが非侵襲で正確に腰椎の動きを計測する手法に関する研究である．これは，効果的に腰部を支えるアシ

スト装置の設計には，日常生活において腰椎がどのように動いているかを理解することが重要であることによ

る．この研究では，個々の腰椎を剛体として扱い，背中に這うように取り付けた二重のベルトの接触点の変化

から，これら剛体の運動を推定する手法を提案している．図 1のようなモデルのもと，剛体の移動と回転にと

もなって，接触位置の変化の速度をもとめ，これを計測するセンサシステムを開発することで，もとの剛体の

運動の推定をおこなう．これまでに，いくつかの実験によりこの手法の有効性を検証した（図 2）． 

上記の計測とともに，看護や介護等の作業で中腰や前傾姿勢をとった際に，腰に沿って取り付けたベルトに

よって腰部を支える装置の開発もおこなっている．このような装置を実現するため，腰部に取り付けたベルト

を任意の姿勢で機械的にロックすることで体重を支え，また，中腰作業が終わった際にこのロックを解除する

ための機構の提案と開発をおこなった．ここで提案した機構は，ベルトを 2重に配置し，ベルトと摩擦体との

間で発生する摩擦を利用することで，小さな力で理論上無限大の力を支えることが可能な機構である．また，

振動を加えることで摩擦係数を変化させ，ベルトのロック状態を切り替える方法を提案し，実験によりこのシ

ステムの有効性を確かめた（図 3）． 
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図 1. 腰椎運動の計測のモデル． 

 

図 3. 開発したベルトをロック

する機構． 
図 2. 推定された剛体の運動の検証実験． 

 


